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午前９時３０分開会 

○委員長（下井克己君） 皆さんおはようございます。開会に先立ちまして、この度

の東北関東大震災に遭われました被災者の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。

また亡くなられた多くの方々に、心よりお悔やみを申し上げます。それでははじめ

たいと思います。まず、議長さん何かご報告等ございましたら。 

○議長（秋山哲朗君） 何もありません。よろしくお願いします。 

○委員長（下井克己君） 副市長さん、いかがでしょうか。 

○副市長（林 繁美君） 特にございません。よろしくお願いします。 

○委員長（下井克己君） それでは始めます。前回着地型観光ということで説明があ

りまして、みなさんご理解していただけたと思います。それによりまして、今美祢

市内にありますいろんなイベント、メニュー等についてピックアップしました。そ

れを今回私なりにまとめましたので、それについて議論していきたいと思います。

よろしくお願いします。まずお手元にございます２０１１年度年間イベントという

のがございます。これ４月２日から始まっています。１年が４月からということ

で、こういうふうな作り方をしました。前回皆さんから出していただきましたイベ

ントについて、だいたい土日が主体でございますが、それを記しております。この

中で、当然観光に関するもの、総合政策等が管理するもの等がございますが、例え

ば今３月末ですけど、ちょっと抜けているんですけど、きょうもらった美祢の広報

の中に、まず４月２日のみね桜まつりが載っておりました。きょうほかに一緒に入

っていたのが、２７日に秋芳町の広谷の駐車場のところで開催されます桜まつり、

こちらは４月３日の美東町の大正洞ですか、桜まつりというのがございました。こ

の１件の秋芳町については抜けていましたので、記載していただければと思いま

す。こういうふうなことで一応やっております。これに関しましては、当然私的に

は観光部のほうなり、観光協会で発信すべきではないかと思っております。それで

よろしいでしょうか。そういう発信の仕方とかは。それに対しまして、今こういう

ふうにご覧になっていただきまして、もし抜けているものとかございましたら、教

えていただきたいと思います。これをちゃんとしたひとつの年間の、すみません。

ひとつ抜けておりました。これは今年度の土曜日、日曜日、第一日曜日とか第一土

曜日とかに行われたところに、２０１１年の日付にあわせて入れております。だか

ら、エコツーリズムの関係なんかは、今書いてあることをやるかどうかというの

は、毎年変わりますので、その辺はあれですけど、だいたいその月の第一日曜日、

第二日曜日っていうふうにやるのは、必ずやっておられますので、それは間違いな
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いと思います。それから一番最後に年間を通じてということで、随時団体、修学旅

行等は、長登文化交流館、銅山文化交流館においては、鋳造体験とかやっておられ

ます。化石採集も博物館でもやっておられますし、美祢化石館でもやっておられま

す。個人でも受け付けておられるのが、景清洞の洞窟体験、八代ぬくもりの里のそ

ば打ち体験、その他各種イベント、民間のほうの秋吉台サファリランドや県の少年

自然の家、秋吉台国際芸術村でも各種イベントやっておられます。これはちょっと

記載しておりません。はい、お願いします。 

○委員（徳並伍朗君） 今、委員長が抜けておったら言うてくれということでしたの

で、７月２日第一土曜日ですが、ちょうどええ具合にあけてあります。お気を使っ

ていただきありがとうございます。於福の水神の滝の滝開きが７月の第一土曜日に

始まりますので。（発言するものあり）７月３日第一日曜日、於福水神の滝の滝開

きですが、これはそうめん流し事業部というのがやりますので。 

○委員長（下井克己君） そのあたりちゃんと調べて、これに載せたいと思います。

それと徳並委員今のあれなんですけど、例えば７月３日からそうめん流しが始ま

る。（発言するものあり）そうめん流しは自体は前からやるんですか。 

○委員（徳並伍朗君） ５月の連休の前からやりよる。 

○委員長（下井克己君） そういうのも入れたらいいんじゃないかと思うんですよ。

例えば今私この中に梨狩りとか入れてます。８月の第三日曜日からということで、

約１ヶ月ということで。そういうそうめん流し等も。 

○委員（徳並伍朗君） ５月の連休から日曜日ぐらいにはやりよる。 

○委員長（下井克己君） ５月の連休からですか。（発言するものあり）ではこれで

問題ないって言うことですね。７月３日からで。そのほか、みなさまお気付きのこ

とがございましたら。ございませんか。このカレンダーのことです。（発言するも

のあり）地区のお祭りは入れておりません。地区のお祭りも地区によって、例えば

市外からいろんなお客さん呼んで、そういうイベントをやろうという地区がござい

ましたら、入れてもいいと思います。はい、どうぞ。 

○委員（河本芳久君） 年間イベント、これがまあ観光交流、特に外部から人集めに

大いに役に立つ。現実に多くの人たちが外部から来ておる行事というのはどれとど

れだと。これについてはさらに多くの人を呼び込めるぞと。そういうものがあれば

ね意見交換しちょったほうがええ。例えば今まで八代のホタル祭りなんか、一切地

元でもたいした行事とは思っていなかったけれども、イベント行事を重ねるうちに

多くの人たちが集まるようになった。厚東川流域の特に宇部、小野田からもある。
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そういうひとつの新しい価値ある遺産、またそういった資源を生かしていくってい

うね。そういったものがずっとこの中にあるかどうか。ただたくさんあがっておる

けれども、そういうものにつながるのはこの辺だと。そういうものがあればお互い

が共通理解しちょったほうがいいんじゃないかと思います。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。今のホタル祭りは１枚目の６月１

１日土曜日、ホタル祭り八代振興会というふうに記しております。その前の確か私

の知る限りでは、青景の水の上部落ですか。あちらの方も確かにやられてたんです

けど、最近は私の聞いたところによりますと、高齢化いたしましてお客さんが来て

も、それに対しても対応がしきれないというふうな情報が入っていますので、これ

からは今はずしております。これはほとんどエコツーリズム協会とかいろんなこと

で、市外からお客さんが参加されているものを記してるつもりです。だいたいが秋

吉台で活動されているいろんなグループがございます。そのほうの情報をこれに記

しております。みなさんほかにございませんか、ご意見等。 

○委員（村上健二君） 何の狙いがあるんか。 

○委員長（下井克己君） 美祢市内で年間通じて、市外からお客さんを呼ぶツアーと

言いますか、そういうイベントが実際に行われているということです。（発言する

ものあり）これを観光部なりから、情報発信していただければという思いです。

（発言するものあり）この中で数点に関しては、この後の着地型観光ルート、その

ほうに若干入っております。 

○委員（河本芳久君） せっかくねイベントこうあるけれども、美祢市民もこれをひ

とつ大いに関わって、美祢市を売り出していこう、またお客さんをお迎えしよう

と。そういうものが、春にはこう、秋にはこう、冬にはこうだと。そういうものの

盛り上がりがこうだと言うことで、議会もしっかり関心を持ってくれよ。おれらも

応援するでよと。でないとつい羅列したんじゃ意味ないよと。ただありますよと。

いろいろ体験コーナーとかあっても、わずか１０人も５人も地元の人が参加してい

るかどうかわからないと。この祭りはとかこのイベントはという、それが大きなメ

ニューになっておるぞと。そのものをPRしようと。こういったものをお互いに確認

しながら応援して行こうということがないと、羅列しただけじゃあんまり意味がな

いよと。 

○委員長（下井克己君） わかります。確かにわかりますけれども、例えば今私もこ

の中で知らないイベントもありました。とにかく観光部なり観光協会を通じて、こ

ういう行事をイベントをやっているということを、まず発信していくべきではない
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かと思います。それぞれに関しては当然先ほども申しましたように、みねの桜まつ

りに関してはこういうふうな広報に載せて発信されております。ただ発信されてな

いものもあると思います。でも、お客さんが参加されているものがございます。は

い、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） ですからね、要は議会は執行じゃないんですよ。だから今委

員長言われたように、我々議会の特別委員会はこういうものをあげてまとめてみよ

うと。あと実際に開催する、実行するというのは、例えばいろいろな集落の問題も

あろうし、団体もあろうし、商工会もあろうし、観光協会もあろうし、市の観光部

もあるわけです。だからその辺をお互いに認識を、共通理解をしちょって、あとは

例えば観光協会の行事もあろうし、商工会の行事もあろうしちゅうことだけは、き

ちっとしたことだけはもっちょかんにゃいけんと思います。それが一番の原則です

よね。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。山本委員。 

○委員（山本昌二君） これ素晴らしいことでですね。特に明治維新に関すること

で、金麗社本陣跡が大田の金麗社あるわけですが、これの関連した施設って言いま

すか、碑あるいはちょっとした言い伝えの場所がもう三箇所あるんですよ。それに

ついてまたお話しますので、よろしくお願いします。 

○委員長（下井克己君） これを観光部等で発信していただくという方向でよろしい

でしょうか。はい、副市長。 

○副市長（林 繁美君） 美祢市内年間の行事って言いますか、イベントと言うこと

で、非常にいい話と思います。現在やっておるのはこの県民手帳の中にですね、や

まぐち歳時記というページがありまして、１月から１２月までカレンダーがありま

す。現在今年の分の県民手帳でも、美祢市が出ておるのが秋吉台の山焼きとか、高

原マラソン、みね桜まつり、６月には八代のホタル祭りとか、７月には秋吉台の花

火大会、アンモナイトフェスティバルとか、９月の弁天まつり、１０月には秋吉台

リフレッシュパークまつり等々出ております。これは総合政策部のほうと県の県民

手帳を作るところで、今までは情報提供しておりました。だからまたその時期にな

れば、この中のイベント、今言ったようにおもてなしができる、外から集客された

お客さんをおもてなしできる行事をですね、選んで県民手帳なりに掲載していただ

くという方法もありますし、単純に１月から１２月、４月から３月までのカレンダ

ーという発信もありますけど、各ジャンル別って言いますか、体験のイベントは何

月と何月と何月にどういったものがありますよとか、時期に春夏秋冬のイベントも
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あると思いますから、その辺の発信の仕方はですね、執行部のほうで先ほど岩本委

員言われましたように、観光協会等いろいろな団体もありますので、その辺はいい

具合に仕分けて発信をしていきたいと思っています。 

○委員長（下井克己君） はい、ありがとうございました。はい、西田課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） ただ今のイベントなんですけれども、今

副市長のに付け加えて言いますと、私どもの方でカルストドットコムというホーム

ページを持っております。それのトップページの左下のほうなんですけど、イベン

トカレンダーということでイベント一覧という形を載せております。ただこのイベ

ント一覧が、このようなすべて年間を通じたものを網羅しているものではありませ

んで、今、副市長申しましたように、春夏秋冬と言いますか、そういうふうな区分

けとしまして、イベントカレンダーを１月から３月、４月から６月、７月から９

月、１０月、１２月という形で、主にその中で行われるイベントをピックアップし

たものを、イベントカレンダーとして掲載をしております。今私もこれを見さして

いただきまして、やり方としてひとつはこういうふうな、主なものはピックアップ

して、内容をある程度文章として書いていく。で連絡先はどこにすればいいという

ことを書いていくということは、今までどおりこれでやっていこうと思います。こ

れに付け加えて、年間を通したこういうものもありますよということで、さらにペ

ージを増やしてこれをやるということは可能です。 

○委員長（下井克己君） そのような方法でやっていただきたいと思います。ほかに

ご意見ございませんか。 

○委員（河本芳久君） 行政の方にもお願いですがね、これが美祢だと、こういうも

のをね春夏秋冬でピックアップして、それを売り出していくと。例えば阿波踊りっ

て言ったらああそうかって、山口県じゃったら下関の海峡ウォークかと。あれも２

０年前に吉田から唐戸まで歩きましょうというわずかな人たちの呼びかけが、三万

人ウォークになってきたと。箱根駅伝だと。そういうふうなものが全国に発信され

るようなものが、秋吉台を核にしたもので売り出していけば、多くの人たちが集ま

り楽しむと。そういうものにこのもって行きたいんだって言う夢がないといけな

い。そういう我々は人を迎えるためには、そういう準備もしておりますよと。そう

いう方向で今話がこうまとまっていけば、おおいに交流都市にプラスになっていく

んじゃなかろうかと。それが今のところは、火道切りとか山焼きとかわずかあるけ

れども、まだまだその辺は足らないと。さくら祭りもあるけれども、まあこの辺も

お互いに市民総参加で盛り上げて行こうじゃないかと。こういう考え方ですよね。 
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○委員長（下井克己君） はい、ありがとうございました。ほかにご意見ございませ

んか。それでは次のメニューというのも見ていただきたいと思います。メニュー

１、歴史を感じてというようなページです。これはあの地域別にこういう美祢市の

文化財とか、そういうものを記載しております。メニュー１が歴史を感じて。メニ

ュー２が自然を感じて。このメニュー２の自然を感じての中には，上に秋吉台と書

いて時間を書いておりますけれども、実際には秋吉台エコツー関係で、ウォークと

言うかエコツーをやられている、実際にやられているものを記載しております。エ

コツーリズム協会なり、自然に親しむ会、草原ふれあいプロジェクト、それから旅

行村等がやられておりますものを記載しております。メニュー３が体験してという

ことで、実際に今行われております体験メニューを載せております。前回お配りし

た中では、家族旅行村の件が抜けてましたので、今回家族旅行村の件を入れて、皆

さんのほうに配付しております。メニュー４うまさを感じてということで、この中

に一番上はそうめん流し、これ於福の水神公園を入れております。私あの６月下旬

と看板に書いてあったもんで、そういうふうに書いたんですけど、今ゴールデンウ

ィークあたりからということを聞きましたので、修正したいと思います。メニュー

５が温泉宿泊ということで、おふく温泉と市内にあります宿泊施設、メニュー６は

お昼に食べてみてはどうかということで、お昼に食べてというふうにやっておりま

す。これに関しましても当然抜けがあると思いますので、皆様方がお気づきのとこ

ろがございましたら、教えていただきたいと思います。 

○委員（河本芳久君） 私がこのライフワークではあ何十年と関わってきちょったか

らね。まずメニュー歴史を感じてのね、分類の仕方とかそこにどういう解説をする

かっていうのが統一されていないし、こういうひとつの捉え方は、指定文化財で書

いちゃるところを抜書きでやられたのかどうかわからんけどね。やはり外に出す時

はきちっと。所在地、指定文化財、そしてそれはどういうジャンルでそれが指定さ

れておる。そしてそれについては、こういうひとつの特色を持っておるというきっ

と説明書きが。文化財保護課のほうでまとめられたのか、どこでまとめられたかわ

からんけれども。 

○委員長（下井克己君） 私がまとめました。 

○委員（河本芳久君） 中身がこれ全然違っておるんですいね。一例言うとね、麻生

八幡宮の宝筺印塔って言うのは、墓ではないんですよ。こういうのでばさっと出さ

れるとね。宝筺印塔そのものは、墓というのと記念物というのといろいろ捉え方が

あるけれども、あそこの麻生八幡宮は墓という位置づけではないわけなんです。そ
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ういうなのはどこにも解説を私はしたことがないし、文章書いたこともない。やは

り例えば金麗社、先ほど言われたように諸隊の本陣、維新発祥の地と言うような言

葉は今まで使ってはいない。維新につながるひとつの大田絵堂の戦いになった。だ

からそういう言葉をぽこんと出されると、解説そのものにどういうふうに、これを

誤解されて発信されるかわからない。やはりここに解説開設されていることろで

も、樹齢５５０年と言うのと大樹、樹木、そういう表現っていうのはちゃっとわか

っておるけれども、年齢ていうのは年輪切ってみんとわかりゃせんのじゃから。そ

して樹木によって大きなのが２メーター、５メーター以上って言ったって、樹木に

よったら３メーターが最大なひとつの指定天然記念物になるんだとかみんなあるか

ら、それぞれの特徴をどう網羅してやるかっていうのになると、ここの捉え方はか

なり専門的に書いてもらわんと困る。それから自然を感じてっていうのは、この地

域の自然はどこに特色があるんかということを、網羅して見てもらう意味がある。

体験してとか気持ちはわかるけれども、それぞれのところにそれぞれの分野でよく

練られたのを、こういう形で発信されんと、一度発信したものはなかなか訂正がき

かない。またそういう文章が流れてしまうと、逆に行事の中で、民族関係行事で

も、韓国とのつながりが非常に深いですよと。慶州とのつながりが深いですよと。

秋吉八幡宮の鳥居には、韓国からこちらに流れ着いた王子の墓がここにありますよ

と。そういうふうな形で記録に残っておる。風土中心版にも。それがイコール国秀

遺跡につながる。今はつながっておるかどうかわからなくても、秋吉、嘉万におか

る潮汲み神事、これは野波瀬という特定の地と海の幸、潮汲みをして祭りを始め

る。そういうものも非常にユニークなんですよね。そういう外に発信するようなユ

ニークなものがあれば、それをぜひとも載せていく。大田絵堂の戦いということに

なると、どういう意味合いを持っておるか。功山寺の晋作の挙兵からつながって、

それが明治維新へとつながっていくが、発祥でなくてつながっていく歴史の遺跡で

ですから。そういうひとつの専門的な面で歴史とか自然っていうのは書いていかな

いと誤解を与える。以上。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。当然あの今美祢市のほうで、文化

財保護課さんの方でこういうのが作られておりますので、こういう形で発信するの

が一番と思います。私ここまでの技術もありませんでしたので、こういうところに

はこういうものがあるというふうな記しかしておりません。その辺はちょっとお詫

びいたします。今の言い訳じゃないですけど、例えば高橋課長、よろしいですか。

麻生八幡宮の宝筺印塔で私墓って書いたのは、麻生又二郎成綱母子ですかの墓と伝
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えていると書いてあったから、墓って書いたんですけど、これの記述が違うという

ことですかね。ちょうど文化財保護課の上になります、麻生八幡宮は。今、河本委

員が言われたように、このままを発信するわけではございません。写真をつけて説

明をして発信したいと思います。（発言するものあり）当然ひらがなも果書かんに

ゃいけんと思います。読み方当然書かんにゃいけんと思います。（発言するものあ

り）こういうものを作って、当然説明も入れますし、当然写真も入れます。当然わ

からない漢字には送りがなって言うか、それを入れるべきと思います。はい、岩本

委員。 

○委員（岩本明央君） あのメニュー６のお昼に食べてというのがあります。全体的

にも言える事なんですが、私もこれを見て行ったところもあるなと思っておるんで

すが、そういうお店を出すっていうことの意味で、大変宣伝効果もあるんですが、

許可を得るとか得んっていうことはどうなんでしょうか。こういうふうに記載する

っていうことについて。 

○委員長（下井克己君） これは当然お店の許可はいると思います。こういうふうに

載せたいですって言うのは。宿泊所に関しても一緒と思います。民間の方ございま

す。民間の許可がいると思います。ほかにご意見ございませんか。はい、岡山委

員。 

○委員（岡山 隆君） 委員長の方でいろいろご苦労がありまして、当面ですねさっ

きの２０１１年年間イベント、もれがないように１年間を通じてたくさん、今日も

若干追加もありましたけれども、そういう形できちっとされていると。それと歴史

メニューに関しまして１から４ということでありましてですね。非常にさっきも河

本委員からありましたけれども、秋吉台であればですね、ＭＹＴでも先日放映があ

りましたけれども、３月ですね、秋吉台高原マラソン、これもＭＹＴでしっかり出

て、たくさんの方が参加されてですね、こういったところのものを段々核にしてで

すね、まずひとつって言うわけにはいかんですから、それぞれの季節で中心的な行

事というのを、核にしていくような方法をきちっともっていくということが大事で

はないかと思っています。みんなが参加したくなるような、私もＭＹＴ先日見てで

すね、秋吉台高原マラソン、今回は雨でしたけれども、健康のためにもですね、家

族と一緒に私もあれを見て参加したいと、そういう気持ちになりました。日頃ちょ

っと若干運動しておりますけれども、こういったイベントがあるときにはぜひ参加

して、また弁当とかもそこでちゃんとあればですね、非常に思い出が残っていいも

のになると。そういうふうに思っていますし、美祢市の方が多くに方が参加したく
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なるような形を、今後とも煮詰めていきたいと思っていますし、それからこのメニ

ュー１、２、３，４とありますけれども、たくさんのいろんな天然記念物とか、い

ろいろ歴史的な深い意義のある施設がありますけれども、こういったところも歴史

に関心のある方は行きたいと思うんです。それで行きたいんやけれども、今後の作

成次第なんでしょうけれども、秋吉台とかいうのは大体わかるから、みな行けます

けれども、小さい地域でですね、今言われたような麻生八幡宮とか、それとか青景

の八幡宮とか、銅像の施設とかですね、そういったところに行くのに、場所がわか

らないと。そこのところをもう少しですね。さっきありましたけれども、ルートも

きちっと入れていただいてですね。じゃないと行きたいけれども場所がわからんか

ら行かれないと。そういったこともありますので。今後そういった面も踏まえて行

かんにゃいけんかなとは思っています。一応こういったメニューで、当面入れてい

くというのは大事なことでありますので、いいかなとは思っています。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。今あの地図のこと言われました。

後の情報発信の方法とか実施の方法とかの中でお話しようかと思っていたんですけ

ど、美祢市の地図がございます。きょうお持ちじゃないですか、文化財マップ。一

部しかございませんか。こういう地図がございますので、当然こういう地図の中

に、当然今の件も入っていますし、新しいのも入れていかんにゃいけんと思ってい

ます。いろんな今回アンテナショップとかもできますし、そういうところに置いて

発信していくという方法かなと思っています。馬屋原議員。 

○委員（馬屋原眞一君） ちょっと聞いてみるんですけど、旧の美祢市、秋芳、美東

で合併して関係があると思うんですけど、天然記念物の基準ですけどね、どれがど

れとは言いませんけれども、ぱっと見てですね、これで天然記念物になるってよっ

ぽど物語があるのかどうなのかわかりませんけどですね、今の基準は、美祢市とし

ての基準はぴしっと統一されているんですかね。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） ただ今の馬屋原委員さんのご質問でご

ざいますけれども、天然記念物、植物、樹木という意味ですかね。樹木につきまし

ては、以前につきましては大きさとかですね、県内で他にあるかないかとかそうい

うことを確認しまして、文化財保護審議会にかけて許可と言いますか、指定を行う

という形になっております。以上でございます。 

○委員長（下井克己君） はい、馬屋原委員。 

○委員（馬屋原眞一君） ですからですね、当然各地域での審議会で認定されたと思

うんですよね、当時は。そうじゃないんですか。県で認定ですか。 
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○委員長（下井克己君） はい、高橋課長。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） 旧市町ですね、書く文化財保護審議会

がざいましたので、その場で審議されておられます。以上です。 

○委員（馬屋原眞一君） ですからその後調整を、なったものを落とすわけにいきま

せんからいいんですけど、ちゃんとその基準がですね、調整されて、合併協議会か

なんかで調整されて、今できているかということを聞きたいんですよ。 

○委員長（下井克己君） はい、高橋課長。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） それにつきましては基準と言うのは作

っておりません。今ございます文化財保護審議会で審議しまして、現在指定されて

いる物件等とも、同じものであれば比較して、それで指定する指定しないというの

を決めるようになると思います。以上です 

○委員長（下井克己君） 馬屋原議員、よろしいですか。 

○委員（徳並伍朗君） 今、委員長が美祢のマップにこういうふうなものを載せると

いうように言われましたけれど、よっぽど正確にですね、先ほども河本委員が言わ

れたように、文化財とかいろいろなことについても、委員長は調べられております

けれども、かなりの間違いがあったりするわけですね。例えばメニュー５を見てい

ただきたいと思いますが、おふく温泉、日帰り温泉ということで書いてありますけ

れども、道の駅ならいいんですけれど、おふく温泉の中にはふくや旅館というのが

ありまして、下に台の旅館というのがありますから、おふく温泉にはふくや旅館と

いうのがありまして、そこは宿泊ができます。厳飛荘というのは、がんが違います

ね。鳥の雁ですから。この厳ではありません。雁飛荘は宿泊はできません。これは

俗に言う夜の食事だけ、宴会だけということになっておりますので、そういうのを

ですね、ちゃんとこうはっきり正確にやっていかないと、せっかく地図に載せて公

に出す書類であれば、そういうものをちゃんとした方がいいんじゃないかなという

ふうに思っております。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。すみません。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） それでね、こういう分類、ジャンルて言うかまとまりでね、

例えば歴史を感じてとか春の歴史めぐりとかいろいろコースをやったりしておる。

大変いいけれども、この中身のメニューはもっと専門的にまとめて、そして外にア

ピールせんと、ただ羅列しただけでは、これはあの外に出せない。そのことをひと

つ、お互い。私も関わってきちょるからね。歴史を感じてというのは、それぞれの

旧村の地域をあげる必要はないんです。例えば天然記念物、植物なら植物、樹木な
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ら樹木と。さきほど高橋課長が言われたように、樹木であれば大樹、大きな樹と言

ったら胴回り５メーター以上あれば国の方では大樹として、その中に植物の分布か

らいって、北限南限、またはその分類の仕方が、例えば在来かよそから来たのか、

それによってどういう目的でこれが今日まで残って行ったか、歴史的な背景、そう

いういろいろなチェックポイントがある。それを通して文化財審議会でこれは指定

して保護する価値があると、それぞれの認定をされている。そういうことで県段階

で指定される。国の指定がある。これは一覧表を作られた時に、国の指定になって

いる、県の指定になっている。市の指定ですよ。そういう分類をされて、そして外

へ打って出る。その中で例えば自然を感じての中で、ひとつは国指定を一発ほどぱ

つっと出されたら、マスコミが飛びついてきて、それが大きく売り出される。その

中には実際は秋芳洞に次ぐ大洞窟があるんですよ。縦穴ですげえ洞って言ういわゆ

る鷹ケ穴って言う、その洞窟はもう学会では知れ渡っておるし、しかも学術調査も

なされておりますから、国に申請をすれば国は一遍で認定すると思います。それだ

けの価値があるけれども、あえて指定までしなくても、誰もそこに５０メートルの

縦穴の中に水平洞が広がっているんですから、保護されているから指定はしない。

そういうふうなこれを世に出したらすごいのうというのがたくさんあれば、それを

アピールすることの方が大切。この歴史を感じての中で板碑が、山口県でこれだけ

まとまった板碑があるのは美祢市しかないんです。板碑を通して末法思想がどのよ

うに地域に広がって行ったか、その宗教史を勉強するためには、これは莫大いい資

料になるんです。そういう面から売り出して行かんにゃ。だから、ただ羅列しただ

けじゃ意味がない。この中にはありませんが京塚というものを通して、その思想的

な宗教史をアピールする。そういうものは全然出ていない。以上です。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。その辺の専門的なことは私ちょっ

と。私的には美祢市が今からジオパークに向かっていく中で、各地域、いろんな地

域があります、地域の中にこういうのがあるよって言うパンフレットとか、そうい

う作り方があるかなと思って、今こういうふうな地域に分けております。今、河本

委員が言われたように、専門的な分野であれば、文化財保護課のほうが専門的なそ

ういうパンフレットを作っていけばいいんじゃないかと思います。他にご意見ござ

いませんか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 観光交流特別委員会ということで、観光のあり方についてそ

れぞれいろんな角度から見直し等されておりますけれども、それに沿って今後です

ね、みなさんもご存知のように秋吉台の科学博物館ですね。これは築、昭和３５年
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かそのくらいだと思うんです。実際築５０年近くたっていると思います。それで今

回それらの件も含めてですね、今後そういった科学博物館の内容の充実、リニュー

アルですね。そこの前に化石館もありますけれども、今後こういった観光交流を推

進するにあたって、秋吉台博物館等のですねそういったリニューアルのお考えにつ

いて、どのような方向性で進めて行こうとされているのか、この点についてちょっ

とお尋ねしたいと思うんです。関連としてですね。 

○委員長（下井克己君） はい、副市長。 

○副市長（林 繁美君） 今の岡山委員ですが、これはもう以前から度々お話が出て

おります。やはりあの美祢市のこういった学術的なものの核になるのが博物館だと

いうことは、どなたもみな認識しております。市長も先だってからこの件について

は、非常にそういったことは理解できるが、現時点ではどうもできないということ

で、昨年建物の補修、雨漏り等を含めてですね、改修をしておるという状況で、新

しいリニューアルって言うか、改築って言いますか、それは｢必要とは思ってはお

りますが、現時点ではどうにもならないという現状です。 

○委員長（下井克己君） よろしいですか、岡山委員。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 今、徳並委員からもお話があったんですが、これ私からのお

願いでございますが、さっきの旅館とかホテルとか食堂とかちゅうことはですね、

載せる場合にはよっぽど慎重にやらんと、やっぱり勝手に載せたとかいう問題もあ

りますし、逆になんでうちは載せてくれんかいというようなのもありますので、特

に議会の特別委員会ですんで、この辺はよっぽど慎重にやる必要があるんじゃない

かと思っておりますので、その辺をお願いをよろしくお願いいたします。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。それは当然だと思っております。

ほかにございませんか。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） この振興計画はこれを着実に実行すれば、かなりの効果も表

れてくるんじゃなかろうかと。大変いい。その中でちょっと我々のこの委員会のほ

うも共通理解しておかんにゃいけんのが、ジオパークに認定されることを目指し

て、これからいろいろの調査をし、また条件整備をしていこうと。これは大変大切

だと。私聞きたいのは、すでに世界的にこの地域が価値ある自然を持っておると言

うことで認定されているのが、ラムサール条約なんです。ラムサール。世界遺産と

同じように自然遺産の中でラムサール条約に、特に秋吉台の地下水の指定が全国

で、日本でただひとつここだけが地下水の指定を受けている。この辺りの売出しっ

て言うのは、すでに認定されているんですよ。そういった面の売出しが一行もない
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ですが、ラムサール条約に湿原が認定されて、しかもその保護の時に厚東川も含め

てっていうのがあったけれども、制約があるからと言うので、秋吉台を含む地下水

ということになった。しかし現実には今の秋芳の厚東川流域には、地下水が非常に

豊かに湧き出ている。それらが世界的にも認定されているんですよ。ラムサール条

約として。これを打って出ることも大きなアピール力になるんですが、この辺りは

どう受け止められておるのか。ラムサールのラの字もこの中にはない。これから目

指そうと言うジオだけが踊っておると言うか、出ておる。やはり並列的にこれは取

り扱っていくべきではなかろうかと。すでに世界的に認定されたラムサール条約と

言う、この面をどういうふうに認識されておられるか、お伺いしたいんです。 

○委員長（下井克己君） はい、西田課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 河本議員のご質問ですが、言われますよ

うにラムサール条約の登録ということにつきましては、日本でただひとつの地下水

系によるラムサール条約ということで、非常に価値があるということは十分に認識

しておるところでございますけれども、今後５ヵ年の計画というところにつきまし

ては、ひとつはジオポイントとしての秋芳洞というところ、あるいはその他湧き水

関係ですね。その辺もジオポイントという考え方の基、全体を網羅した部分でのジ

オパークというふうに考えておりましたので、当然その特別天然記念物というよう

な文化庁の指定も受けておるところでございますので、そのラムサール条約という

ところもジオパークのひとつの代表になる、市内における代表となるポイントとい

う位置づけは、当然表に出して行きたいというふうには思っておりますし、４１ペ

ージの下に⑥で自然環境の保護と活用ということろでですね、活字としてなんです

けれども、一応ラムサール条約に登録されている秋吉台の地下水系、特別天然記念

物というふうなことは文言としてはしっかりと入れておりまして、これをひとつは

ジオパークの大きな代表になるポイントとしてのものとして出して行こうというふ

うに考えております。 

○委員長（下井克己君） はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） せっかく世界的に認知された地下水系で、カルストの地下水

系でラムサール条約に登録されたのは、秋吉台の地下水系だけなんですよね。それ

はもう保護しなくちゃならんし、打って出られるわけです。だからやっぱそれを打

って出るという形、例えば目の退化したえびがおるとか、いろいろ生物がいると

か、地下水の中で洞窟でなけんにゃ生息しない動植物、これがまた貴重な資源にな

っておるわけです。だからそういうものも大いに価値を認めて、ＰＲしていく。こ



－15－ 

れも大切だろうと思います。だからせっかくそういうふうなのを、世界的に認知さ

れた条約がある。そのへんのＰＲもこれからジオで認定されようと言うけれども、

そのところも平行してやられたらいかがじゃろうかと。こういう意見です。 

○委員長（下井克己君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 実はですね、悩むんですが、昨日これをいただきまして、私

もずっとうちに持って帰っても見たし、先般から美祢市総合観光計画答申、計画校

正案等があってこれが出てきたわけで、あくまでこれはですね、諮問、答申という

原則があるわけでしょ。その辺の諮問されたことに対して答申があったわけじゃか

ら、その辺は一応理解しておく必要があるんじゃないかと。あまり言いたくないん

ですけどね、その辺のことだけはお互いに理解しておく必要があるんじゃなかろう

かと思います。（発言するものあり） 

○委員長（下井克己君） すみません。４５分まで暫時休憩したいと思います。 

午前１０時３２分休憩 

 

    午前１０時４５分再開 

○委員長（下井克己君） それでは再開したいと思います。河本委員、お願いしま

す。 

○委員（河本芳久君） 先ほどね、ラムサール条約に関わって、振興計画の中にどう

位置づけているかと。あまりウエイトを置いてないじゃないかと。４１ページの２

行ばかりラムサール条約の登録というか、これを活かすということは載せている。

自然環境の活用と保全に活かすと。これは当然なことでしょう。しかし私の言わん

とするところは、すでにラムサール条約というこういう立派な指定を受けておる。

登録されておる。その価値をＰＲする。これがもっと積極的に打って出ていいんじ

ゃないかと。その辺どう考えられますかということを尋ねたわけ。以上です。 

○副市長（林 繁美君） 河本委員の執行部に対してのご質問で、この計画書の中に

ラムサールのことが２行ほど出ておると。２行ではありますが、先ほど西田課長が

説明しましたように、もうすでにラムサール条約に認定されておるということで、

非常に地下水系としては日本初と。昨年琵琶湖で行われましたラムサール条約の会

議がありました。私行きました。その中でやはり学者さんが言われておったのは、

秋芳洞の地下水系は非常に珍しいと。他に例がないという話でした。それとあわせ

てまた近いうちに、国内のどっか同じところが認定されるだろうと言う話も聞いて

おります。このラムサール条約はご承知のように、もうすでに認定をされておりま
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す。ジオパークは今からです。だからこの計画書の中の温度差っていうものは、そ

の辺は否めないと思います。今から向かっていくことを強く盛り込んだ答申をいた

だいたっていうことで、こういった計画になっておると思いますが、言われるよう

にラムサール条約、これは先ほどから何遍も言いますように珍しいもんですので、

やはりこれを前面にですね、打ち出していくことも必要ということで認識しており

ます。だからこれからもですね、特別天然記念物とあわせて、やはり冠としてです

ね、印刷物にしても何にしてもですね、やっていく必要があろうかと思っていま

す。 

○委員長（下井克己君） よろしいですか。ありがとうございます。先ほど岩本委員

が言われた、食に関して、宿泊に関して、抜けとかいうことがございまして、先実

配付されましたこの振興計画２２、２３ページに、食、食べる、体験するといろい

ろ載っていますけど、ここにいろんなお店やさん載っていますので、この分を再度

こちらのほうに転記いたしまして、なおかつ。すみません。これ以上増やすってい

うことはされるんですか。（発言するものあり）このままっということですね。こ

れを転記したいと思います。それでよろしいでしょうか。はい、山本委員。 

○委員（山本昌二君） あの、すみません。これお願いって言うか、可能性があれば

お願いしたいことですが、例のちょうど山口県の中央となる新美祢市はですね、往

還道、大内にしろ何にしろ、山口側から山陽側から上がって、大田を通って、秋吉

台を通って、秋芳町に抜けて、美祢へ行くと、長門の方へ向いていったという歴史

があるし、これについてはかつて阿武孝太郎先生の歴史学の話も聞いたことがある

んですが、この洞窟散策とか水辺の散策いろいろありますが、自然散策あります

が、やはりこの歴史を感じてという中に、できれば往還道散策というのを入れてい

ただきたい。と申し上げますのはですね、昨年私も物好きですから、長者ヶ森に行

き、さらに長者ヶ森から青景へ抜けられなかったので、青景のほうから上がって行

った。そしたら青景のほうから長者ヶ森へ行くほうにもですね、往還松が植えてあ

りました。すばらしいことと思います。美東の大田にもですね、その再現というこ

とで１本は何百年っていうのがありますが、３本が２本枯れてしまったのでです

ね、また３本植えてありましてですね、非常に地域の皆さんが、この前も１本枯れ

かけておるんですが、その辺のことまでですね、草刈りもしておりますし、非常に

気にしておられるわけです。やはりその辺も何かこの中に付け加えられればです

ね、是非入れていただきたい。これは要望です。よろしく。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございました。（発言するものあり）まだ着地
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型ルートのほうに行ってなかったもんであれなんですけど、他の今のメニューの関

してはよろしいですか。その次のルートのほうに行きたいと思います。私なりにこ

ういうルートが面白いんじゃないかというふうな感じで、ルートを作ってみまし

た。団体、修学旅行２件、家族、グループ向け８件ですか。それからその下に街道

ウォークというふうに、一番下に書いております。これが今、山本委員が言われた

仙崎街道のことだろうと思います。青景から願成寺ですね。それだろうと思いま

す。写真をちょっとつけたものを配付しておると思います。ここに記載してる分と

写真の順番が違いますんであれなんですけど、写真のほうで行きますと、まず弁天

池と秋芳洞っていうのはパワースポットというふうな呼び方もされていますので、

そういうお宝めぐりパワースポットということで、ちょっと作ってみました。これ

は水が一番関係してくると思いますので。その裏が長登銅山、サファリランドとい

うことです。歴史を感じという感じで、春、夏、秋、ちょっとこれ順番が変わって

いますけど、そういう感じでお寺とか社叢とか入れております。秋吉台、秋芳洞、

三洞物語で、一番最後は秋吉台旅行村さん等もいろいろケビンを利用したりして、

実際にやられていますので、それをちょっと入れさせていただきました。写真が足

らなかったんで抜けておりますけど、こういう形でどうだろうかっていうので、案

を作ってみました。はい、徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） そうすると、このお宝めぐり、パワースポット、いろいろこ

う写真がとってありますけれど、秋吉台商店街がシャッター通りになっているよう

な気がします。あの写真は。あれは替えてもらわんといけませんのでですね。よく

注意をしてやっていただきたいと思います。 

○委員長（下井克己君） 申し訳ございません。私が持ってる写真だけを添付してお

りますので、作る時にはきちんとそれなりのものを写真を撮りなおしてやらんにゃ

いけんと思いますし、個々の説明を当然加えていかんにゃいけんと思います。実際

パワースポットに関しましては、日本の中で発売されておるパワースポットの本の

中に、弁天池と黄金柱、これは記載されている本がございます。（発言するものあ

り）これは入り口、当然水ですからラムサールの関係とかパワースポットもありま

すけど、私が見た限りではちょっとここは載っていなかったんですけど、弁天池と

黄金柱は本によっては載っております。インターネットでもいろいろ調べたんです

けど。こういう売り方も面白いんじゃないかというふうに。先日の委員会の中でも

パワースポットということが出まして、そういう売り方も面白いということで、ち

ょっとこれ作ってみました。あくまでこれ案です。それから民間を使ったもんとし
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ては、サファリとかそういうのも、他の民間の方も、所もあると思います。そうい

うのもまた作っていくべきと思います。この中に先ほどお昼に食べたらということ

でいろんなところ載せていましたけど、食の、例えば弁天であれば鱒の料理を載せ

るとか、いろんなお店のメインになる料理がございますので、そういうのも載せ

て。そうですね、梶岡さんところもありますよね。そういうのもいろいろ使った

ら、たくさんのメニューができると思います。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） これは定かではないんですが、パワースポットの関係で、景

清穴の奥のほうにということをちらっと聞きまして、感じる人と感じない人がある

ようですが、半分が笑い話かもしれないですけどあるようです。弁天池と黄金柱も

あれですが、そういうふうなことも一応お話だけはしておきます。 

○委員長（下井克己君） はい、ありがとうございます。そういう話もちょっと私も

聞きましたんで、一番最後に景清洞と。洞の中の写真があれば一番よかったんです

けど、なかったもんで入り口をやっております。あの、確か県の看板には景清穴っ

て書いてありますよね。はい、高橋課長お願いします。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） 指定物件としては景清穴が正解なんで

すよ。ただ一般的には景清洞と言っているという現状でございます。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。でも美祢市は三洞物語というふう

に売り出しておりますので、売り出す時は景清洞のほうがいいかなと私個人は思っ

ております。まあ前回の時にはいろんなルートを作ってみたらどうかということ

で、皆様からいただきましたので、私なりに作ってみました。これが必ずこういう

ふうなのがすべてではございません。当然今からもっと違うところも出てくると思

いますので、そういうのをまた観光部なり、今度は情報発信とかになりますけど、

観光部なり観光協会、いろんな民間さん、宿泊をメインとしたルートもあると思い

ますし、食をメインとしたルートもできると思いますので、そういうのでたくさん

作っていきたいと思っております。作っていただければと思います。私としてはこ

れを一個の案として、提出したいと思います。だからちょっと写真の写りも悪いの

であれですし、先ほどのいろいろメニューについても言葉だけだったので、見るの

が難しい面もありますけど、これ喜多方のパンフレットなんですけど、こういうふ

うに写真と説明できちっと作っていけば、お客さんにも見やすいと思いますし、ま

たホームページ等でもこういうのを作って載せていただきたいと思います。地図に

戻りますけど、これも喜多方なんですけど、こういうふうに地図を作って、裏面は

いろんなものが載っていますし、表は地図でずらっと喜多方の地図の中にいろんな
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スポットがメニューが書いてあります。こういうのも当然美祢市の中でも作ってい

かなければならないと思っています。はい、徳並委員。 

○委員（徳並悟朗君） またついでに言わせていただきますが、お宝メニューという

ことですから、人間がある程度いないとですねいけないというふうに思うんです。

秋芳洞の商店街もそうですし、あれに道に人がいっぱい歩きよるとかですね。秋吉

台の展望台の周りに人がいたり、景清穴の周りに人がいたりですね。白糸の滝です

か、人がいるということも大切じゃないかなというふうに思っておりますので、お

宝であれば人間がいたほうがいい。西寺の水神はようけそうめん流し食べられに来

ますから、どうぞ写真撮ってくださいませ。 

○委員長（下井克己君） はい、副市長。申し訳ございません。これ私個人的に撮っ

た写真ですので、それをちょっと掲載させてもらってます。当然人が写っていない

こんな撮り方しましたので、当然載せる時にはお客さんがたくさん写って、にこや

かな写真が一番ベストと思います。（発言するものあり）かきつばたっていつ咲く

んですか。５月だそうです。実際にこういうのを作るんであれば、時期に写真を撮

って作っていかなければならないと思います。（発言するものあり）先ほど山本委

員が言われた、河本委員も言われた仙崎街道を使っての、例えば今秋吉台カルスト

ウォークっていうのをやられていると思います。これに関しましては、今は秋吉台

上だけを歩いておられますけど、こういう赤間ヶ関街道とか仙崎街道とかそういう

ルートを使っていかれたら、また面白くなるんじゃないかと思いますが、いかがで

しょうか。はい、西田課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 振興計画の中にもですね、着地型観光は

こういうふうなイメージのものをやってはどうかということ、あるいは歴史等を生

かしたものでイベント等を行ってはどうかということも、一応記載をされておりま

して、その中の代表として赤間ヶ関街道のウォーク、こういうものも一応写真掲載

で載っておりますので、委員長が今ルート的にもある程度案として設定されており

ますが、これと振興計画のほうですね、こちらのほうを合わせながらいろんなルー

トも設定できるのではないかというふうに思います。 

○委員長（下井克己君） はい、ありがとうございます。委員の皆さんご意見はござ

いますか。私が作ったんだからあんまり意見はないでしょうけど。よろしいです

か。ありがとうございます。今それぞれで情報発信の方法とか、実施の方法とか述

べましたけど、当然美祢市観光総合振興計画の重点プログラムの重点項目５に、誰

もがわかる案内サインの整備とＰＲ媒体の充実というのがありまして、当然これは
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この計画どおりに進めていっていただきたいと思います。実施の方法についても重

点項目４に、民間事業者に第３種旅行業種を得てもらい実施してもらいたいと思い

ます。私個人の意見かもしれませんけど、美祢市には観光協会というのがございま

す。観光協会さんのほうで総合観光部と共同してやっていただければと思います

が、その辺いかがでしょうか。はい、西田課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） まず、総合観光部のほうといたしまして

は、ただ今言われましたようにＰＲですね。私たち旅行業法の関係がございますの

で、総合観光部としましては紙媒体であったりとか、ホームページ等こういうとこ

ろについて、いろいろＰＲのほうは充実させていきたいというふうに思っておりま

す。あと、観光協会さんのほうは民間さんということになりますので、先ほども言

われましたように、これから法人化をされるというふうに聞いております。その中

で旅行業法のほうもですねとっていただければ、実際にこれを募集型の旅行という

形で、実際の商業ベースにのっとっての売り出しということも可能になろうかと思

いますので、その辺についても観光協会さんのほうにも努力をしていただきなが

ら、私どものほうも全面的に協力の方はさせていただこうというふうには考えてお

ります。 

○委員長（下井克己君） ありがとうございます。今第三種の旅行業って言うんです

か、そのほうの取得に関しては、観光協会さんのほうはどのような考え方という

か、進め方されておるかご存じないですか。はい、西田課長、 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 今、観光協会さんのほうにおかれてはで

すね、まずは法人化っていうことを第一に目指されるように聞いております。法人

化をした後に、旅行業のほう取得っていうことも考えていらっしゃるようです。そ

れについては事務局のほうも勉強のほう、まあ資格が要りますので、その辺の勉強

のほうもあわせてされているように聞いております。 

○委員長（下井克己君） はい、岩本委員 

○委員（岩本明央君） ちょっと教えて欲しいことなんですけど、サービスエリアに

チラシやなんかたくさん、パンフレットなんかも、地図もそうですけど置いてあり

ます。特に地図の場合にはなかなかいかにも品切れのような格好をして置いてなく

って、事務所のほうに行ったらくれますけど、そういうふうなチラシをサービスエ

リア等に、高速道路等のサービスエリアに置く場合は、もちろん勝手には置かれん

でしょうけど、どういうふうなルートなりあるんでしょうか。教えてください。 

○委員長（下井克己君） はい、西田課長。 
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○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 私ども実際その辺につきましては、実施

しているところなんですけど、ネクスコ、そちらのほうにですね、チラシ等をパー

キングアリア、サービスエリアの設置する場合には申請を出します。そして一ヶ月

いくらというどうしても料金が発生するわけなんですけども、そういったような形

でチラシ等を置かせていただいております。去年やったのがですね、福岡とあとは

中国地方岡山までのサービスエリア、主要サービスエリアになりますけれども、そ

の辺に置かしていただいたという実績はあります。 

○委員長（下井克己君） よろしいですか。例えばちょっとお聞きするんですけど、

新幹線の駅とかにいろいろ置いてあるじゃないですか。そういうのもおんなじこと

ですか。やっぱその駅の許可もいるでしょうけど、料金が発生するんですか。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 新幹線の新山口にですね、山口県全域と

してパンフレットが置いてある所があろうかと思います。これはですね、県が主導

で置かしていただいてるっていうところがございまして、これについては料金が発

生していなかったと思います。 

○委員長（下井克己君） 他県の場合には発生するんですか。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） それは必要だと思います。 

○委員長（下井克己君） できるだけＰＲをお願いしたいと思います。ほかに、岡山

委員。 

○委員（岡山 隆君） 今後ですね美祢市として着地型の観光という形で流れていき

ますけれども、新年度の予算で確か広告料が４００万円近くだったんじゃないかと

記憶しておりますけれども、今後着地型の今後協議してですね、こういった観光の

方にシフトしていく上にあって、広告のあり方っていうのはですね、宇部空港では

ですね、大きな看板が立っておる。そういう形で変わりはないと思いますけれど

も、今後の広告についてはですね、そんなに多く変わらないんか、今後どのように

なっていくか、お考えがあればちょっと教えていただきたいなと思ってます。 

○委員長（下井克己君） はい、西田課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 私ども一般会計のほうの観光費のほう

で、ご質問にもお答えさせていただいたんですけれども、美祢市全域を網羅する広

告物とかですね、それは新聞、雑誌、テレビ等なんですけれども、こういったよう

なところもある程度載せますし、特化した部分としては、観光事業の特会の会計の

ほうでもですね、広告料といたしましては新聞広告、テレビ、ラジオ、それから旅

行雑誌ですね、こういったようなところ、あとは先ほども言いましたけれども、高
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速道路のチラシの設置等を含めまして、広告料として２２０万円、それからそれに

伴う印刷製本、これはリーフレットであったりガイドブックになるんですけれど

も、こういったようなもんを実際の広告宣伝グッズって言いますか、として各種イ

ベント等に出展したりした時には、そういうところに配ったりとかですね、あとは

実際に美祢市にいらっしゃった方、秋芳洞等にいらっしゃった方等にも、そういう

のをお配りしているというところがあります。それからあとは委託料としてです

ね、今回ずっと今までは私たち雑誌等に掲載したりとか、新聞に掲載したりする時

のレイアウトであったりとか、そういったようなもんっていうのが、実際には職員

がすべてやっておりまして、実際のところで言いますと、なかなか年間の広告の計

画って言うのがですね、若干なされてない部分があったと思っております。それに

ついてはやはりあの戦略的なもうちょっとしっかりした、年間を通じた戦略的な広

告を打つべきではないかというとこもございましたので、そういったような広告代

理店等にもですね、委託をある一部分しまして、そういったようなところでの広告

展開も考えております。 

○委員長（下井克己君） はい、岡山委員 

○委員（岡山 隆君） 旧態依然の広告ではいけないと思いますので、今後こういっ

たところで協議されたところの方向性が決まり次第、そういった印刷物等もシフト

していただくと。そういうお考えであると思いますけれども、どうかその辺も重ね

てお願いいたしますので、よろしくお願いします。 

○委員長（下井克己君） ほかにございませんか。よろしいですか。それでは式次第

には施設等の問題点というふうに書いておりましたけど、これにつきましては前の

観光振興対策特別委員会の最終報告にも多くの問題点として、今後の対策が記され

ております。まだ今回の美祢市総合観光振興計画、この中にも記されておりますの

で、これに沿ってやっていただければと思います。ただ前の特別委員会でも最終報

告されていますが、秋吉台商店街、黒谷商店街、今から黒谷も隋道変わっていきま

す。その関係で秋芳洞商店街、黒谷口商店街って言うか、正式名ちょっと私あれな

んですけど、大正洞にも大正洞商店街って言うんですかね、あると思います。それ

を１回視察をして、議論をしてみたいと思うんですが、いかがでしょうか。これ次

回になるんですけど。当然視察に関しては、４月末が５月ということで、また副委

員長なり議長と相談して決めたいと思います。よろしいですか。では次回はそいう

いう段取りで進めたいと思います。その他で何かございましたら。よろしいです

か。それでは皆さん大変お疲れ様でした。また次回からよろしくお願いします。本
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日はこれで散会いたします。 

午前１１時１３分閉会 
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